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はじめに

このマニュアル『GNOME 2.0問題の解決方法 (Solaris版)』は、Solaris™ 8および
Solaris 9オペレーティング環境での GNOME 2.0デスクトップの既知の問題について
説明しています。このマニュアルは、多くの既知の問題に対する回避策を提供してい
ます。

対象読者
このマニュアルでは、次のユーザーを対象とした情報を提供しています。

� アクセシビリティ機能に関わるエンジニアと、それを必要とするユーザー
� 開発者
� 一般ユーザー
� ローカリゼーションチーム
� システム管理者

内容の紹介
このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1章では、開発者が GNOME 2.0デスクトップ環境を構築するときに直面する問
題について説明しています。

� 第 2章では、システム管理者とユーザーが GNOME 2.0デスクトップ環境をインス
トールするときに直面する問題とその回避策について説明しています。

� 第 3章では、システム管理者とユーザーが GNOME 2.0デスクトップ環境を最初
に起動するときに直面する問題について説明しています。
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� 第 4章では、GNOME 2.0デスクトップ環境でウィンドウとセッションを管理する
ときに発生する問題について説明しています。

� 第 5章では、GNOME 2.0デスクトップ環境を使用するときの一般的な問題につい
て説明しています。

� 第 6章では、GNOMEアプリケーションを使用するときの問題について説明して
います。

� 第 7章では、使用している GNOME 2.0デスクトップ環境に影響する可能性のある
ハードウェアの問題について説明しています。

� 第 8章では、GNOME 2.0デスクトップ環境のパフォーマンスを改善するためのい
くつかのヒントを提供しています。

� 第 9章では、GNOME 2.0デスクトップ環境で発生するアクセシビリティに関する
問題について説明しています。

� 第 10章では、GNOME 2.0デスクトップ環境で発生する各国語対応に関する問題
について説明しています。

関連マニュアル
次に、このマニュアルに関連するマニュアルを示します。

� 『GNOME 2.0 Desktop for the Solaris Operating Environment Accessibility Guide』

� 『GNOME 2.0インストールガイド (Solaris版)』

� 『GNOME 2.0ご使用にあたって (Solaris版)』

� 『GNOME 2.0システム管理 (Solaris版)』

� 『GNOME 2.0ユーザーズガイド (Solaris版)』

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

はじめに 9



[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
� このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。
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第 1章

構築の問題

この章では、GNOME 2.0デスクトップ環境を構築するときに開発者が直面する問題
について説明します。

� 11ページの「1.1 glibプログラムのコンパイルの失敗」

1.1 glibプログラムのコンパイルの失敗

問題 バグ ID 4808098

glibプログラムのコンパイルに cc 5.5コンパイラを使用しています
が、コンパイルが失敗します。

解決方法 cc 5.5コンパイラには、C99機能がありません。glibを使用してい
るプログラムのコンパイルには、C99機能が必要です。

C99機能のあるコンパイラを使用する必要があります。
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第 2章

インストール時の問題

この章では、GNOME 2.0デスクトップを Solaris™ 8オペレーティング環境または
Solaris 9オペレーティング環境にインストールするときに発生する問題について説明
します。

� 13ページの「2.1インストールログ」
� 14ページの「2.2インストール失敗時のエラーメッセージ」
� 14ページの「2.3 GNOME 1.4デスクトップのアンインストール」
� 15ページの「2.4 GNOME 2.0デスクトップのアンインストール」
� 15ページの「2.5インストーラを使わない GNOMEデスクトップのインストー
ル」

� 15ページの「2.6インストール時のアクセス権の問題」
� 16ページの「2.7インストール後に ScrollKeeperが正しく動作しない」

2.1インストールログ

問題 インストール時のエラーが記録されるのはどこですか。

解決方法 GNOME 2.0デスクトップの最新のインストールログは次の場所に
あります。/var/sadm/install/logs

13



2.2インストール失敗時のエラー
メッセージ

問題 次のエラーメッセージが表示されて、インストールが失敗しま
す。 pkgadd: ERROR: cppath(): unable to start

解決方法 使用している tarのバージョンが間違っているか、tarファイルが
壊れています。Solarisまたは GNUの tarバージョン 1.13以上を
使用する必要があります。tarファイルが壊れている場合、もう一
度 tarファイルをダウンロードする必要があります。

2.3 GNOME 1.4デスクトップのアンイン
ストール

問題 システムには GNOME 1.4デスクトップがインストールされていま
す。GNOME 1.4デスクトップをアンインストールするにはどのよ
うにしたらいいですか。

解決方法 次の手順を実行します。
1. CDEに rootとしてログインします。
2. 端末ウィンドウを開きます。
3. cd /var/sadm/prod と入力します。
4. java uninstall_gnome_1_4 と入力します。

GNOME 2.0デスクトップがすでにインストールされている場合
は、GNOME 1.4デスクトップを削除できます。rootとしてログイ
ンし、次のコマンドを実行してください。 /usr/sbin/remove-
gnome -version 1.4
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2.4 GNOME 2.0デスクトップのアンイン
ストール

問題 GNOME 2.0デスクトップをアンインストールするにはどのように
したらいいですか。

解決方法 次の手順を実行します。
1. rootとしてログインします。
2. 次のコマンドを実行します。 /usr/sbin/remove-gnome

2.5インストーラを使わない GNOMEデ
スクトップのインストール

問題 GUIインストーラを使わずに GNOME 2.0デスクトップをインス
トールするにはどのようにしたらいいですか。

解決方法 GUIインストーラの代わりのテキストベースのインストールスクリ
プトを実行します。このためにはまず、tarファイルを展開して、
現在のディレクトリ内に GNOMEディレクトリを作成します。次
に、自分のシステムアーキテクチャに対応するスクリプトを実行し
ます。

SPARC版: ./GNOME/sparc/pkgs/install

x86:版: ./GNOME/i386/pkgs/install

2.6インストール時のアクセス権の問題

問題 正しいバージョンの tarファイルと gunzipを使用していますが,
unzipを実行して tarファイルを展開すると、ファイルとディレク
トリが見当たりません。インストールが失敗します。
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解決方法 rootとしてログインしてから、gunzipと tarを使用して、パッケー
ジを展開します。

2.7インストール後に ScrollKeeperが正
しく動作しない

問題 JumpStart、アップグレード、および Live Upgradeによるアップグ
レードの終了後、ScrollKeeperが正しく更新されません。

解決方法 ソフトウェアの依存関係に問題があります。この問題を回避するに
は、次の手順を実行します。

インストール、アップグレード、および Live Upgradeによる
アップグレードが、ルートファイルシステムの中で直接行われた場
合、ScrollKeeperデータベースは、各パッケージに付属するインス
トール後スクリプトにより、インストール中に必要に応じて更新さ
れます。

インストールがルートファイルシステムディレクトリの中で直接行
われない場合は、インストール後スクリプトは ScrollKeeperデータ
ベースを更新しません。

最初にログインするときに、ScrollKeeperデータベースを手動で更
新する必要があります。この作業を実行するには、rootのアクセス
権が必要です。次のコマンドを実行します。
1. su password
2. /usr/bin/scrollkeeper-rebuilddb

/usr/bin/scrollkeeper-rebuilddb ファイルが次の場所に置
かれている場合もあります。
{INSTALL_ROOT}/usr/bin/scrollkeeper-rebuilddb
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第 3章

起動時の問題

この章では、GNOME 2.0デスクトップを起動したときに発生する問題について説明
します。

� 17ページの「3.1ログイン画面に GNOMEデスクトップのメニュー項目が表示さ
れない」

� 18ページの「3.2起動時のエラーメッセージ」
� 18ページの「3.3一般的な起動時の問題」

3.1ログイン画面に GNOMEデスク
トップのメニュー項目が表示されない

問題 ログイン画面に GNOME 2.0デスクトップのメニュー項目が表示さ
れません。

解決方法 現在、Cロケール用の GNOME dtloginリソースファイルしかイン
ストールされていません。その他のロケール用の GNOMEログイ
ンオプションを表示するには、このリソースファイルを使用してい
るロケールに対応する正しいディレクトリにコピーする必要があり
ます。dtloginファイルをコピーするには、次のコマンドを使用し
ます。

cp /usr/dt/config/C/Xresources.d/Xresources.Sun-
gnome-2.0* /usr/dt/config/locale/Xresources.d この
ファイルは将来のリリースで各ロケールに対応する予定です。
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3.2起動時のエラーメッセージ

問題 起動時のエラーメッセージが記録される場所はどこですか。

解決方法 次のファイルには、「アクセス権が間違っている」や「ファイル
がない」などの問題を診断するのに役立つメッセージが記録され
ます。

˜/.dt/startlog

˜/.dt/startlog.old

˜/.dt/startlog.older

より詳細な情報を記録するには、˜/.dtprofileファイルを編集
して、 dtstart_sessionlogfile=/dev/null 行を削除しま
す。

セッションログは、次の場所に記録されます。

˜/.dt/sessionlogs/*

これに代わる解決方法としては、フェイルセーフセッションから
gnome-sessionを実行して、表示されるエラーメッセージを読
む方法があります。

3.3一般的な起動時の問題

問題 次のような一般的な起動時の問題を解決するにはどのようにしたら
いいですか。
� ログインプロセスが真っ暗な画面から進まない。
� パネルが入力に応答しない。
� アイコンが正しく表示されない。
� パネルが表示されない。
� /opt/gnome-2.0/share内のファイルを参照しているが、そ
れらのファイルは存在しないというエラーメッセージが表示さ
れる。

� 正しいアイコンの代わりに、メインメニューの GNOMEフット
プリントアイコンが表示される。

� デスクトップの背景に画像が表示されない。
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解決方法 次の手順を実行します。
1. 次のクリーンアップスクリプトを実行します。

/usr/bin/gnome-cleanup

2. ˜/.dt/sessions/gnomeからセッションファイルを削除しま
す。

3. .xinitrcファイル内に GNOME 2.0デスクトップと衝突する
ものがないことを確認します。衝突するものがないか確実でな
い場合は、˜/.xinitrcファイルの名前を
˜/.xinitrc.origに変更して、もう一度ログインします。

4. LD_LIBRARY_PATHが互換性のないバージョンの GNOMEラ
イブラリを指していないことを確認します。GNOME 2.0デス
クトップでは、LD_LIBRARY_PATHを設定する必要はありませ
ん。ほかのアプリケーションのために LD_LIBRARY_PATHを設
定する必要がある場合、/usr/libと /usr/sfwを
LD_LIBRARY_PATHに追加します。

5. gconfd-2プロセスを強制終了します。
6. 次のコマンドを実行します。 bonobo-slay
もう一度ログインします。
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第 4章

ウィンドウとセッション管理時の問題

この章では、GNOME 2.0デスクトップでウィンドウとセッションを管理するときに
発生する問題について説明します。

� 21ページの「4.1ウィンドウマネージャがクラッシュする」
� 22ページの「4.2パネルを使用しないでログアウトする」
� 22ページの「4.3アプリケーションが適切に復元されない」
� 23ページの「4.4ウィンドウの予期しない動作」
� 23ページの「4.5 swingの予期しない動作」

4.1ウィンドウマネージャがク
ラッシュする

問題 Metacityウィンドウマネージャがクラッシュして、すべてのウィン
ドウからフレームが消えます。

解決方法 セッションマネージャが自動的にウィンドウマネージャを再起動し
ます。自動的に再起動しなかった場合、一度ログアウトして、ログ
インし直します。
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4.2パネルを使用しないでログアウトす
る

問題 すべてのパネルが消えたときにログアウトするにはどのようにし
たらいいですか。

解決方法 1. デスクトップ背景で右クリックして、デスクトップ背景メ
ニューを開きます。

2. 「新規端末」を選択します。
3. 新しい端末ウィンドウから次のコマンドを入力します。

gnome-session-save --kill

4. これでもログアウトできない場合、次のコマンドを実行しま
す。 pkill gnome-session

4.3アプリケーションが適切に復元され
ない

問題 ログアウトするときに「現在の設定を保存」を選択しても、次にロ
グインしたとき、アプリケーションが適切に復元されません。

解決方法 次のアプリケーションにはこの問題があることが判明しています。
� 端末ウィンドウは復元されません。
� Geditは画面の左上に復元されます。

この問題は将来のリリースで修正される予定です。
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4.4ウィンドウの予期しない動作

問題 いくつかのアプリケーションウィンドウがデスクトップ環境のすべ
てのウィンドウの上に表示されて、適切に復元しないか、GNOME
ウィンドウリストに表示されません。

解決方法 デフォルトでは、MainSoftライブラリに基づくほとんどのアプリ
ケーションはウィンドウマネージャを無視して、自分のウィンドウ
を管理しようとします。Rational Roseと XML Professional
Publisherにはこの問題があることが判明しています。MainSoftに
基づくアプリケーションが正しく動作するには、MWWM環境変数を
次のように設定する必要があります。

MWWM=allwm

4.5 swingの予期しない動作

問題 Java™ 2 Platform Standard Edition V1.4より前のバージョンで、
swing構成要素を正しく配置、サイズ変更、または更新できません
でした。

解決方法 次の手順を実行します。
1. Java 2 Platform Standard Edition V1.4以降にアップグレードし
ます。

2. アプリケーションが Java 1.4 JVMを使用するように構成されて
いることを確認します。
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第 5章

一般的な GNOMEデスクトップの問
題

この章では、GNOME 2.0デスクトップで発生する一般的な問題について説明しま
す。

� 25ページの「5.1詳細な情報」
� 26ページの「5.2 GNOMEデスクトップのバージョンを知る」
� 26ページの「5.3 Netscape 4.xで開発者用文書を表示する」
� 27ページの「5.4一般的なエラーメッセージ」
� 27ページの「5.5 Nautilusが特定のファイルタイプを表示できない」
� 28ページの「5.6 Nautilusがクラッシュまたはフリーズする」
� 28ページの「5.7 Nautilusのためにシステムが遅くなる」
� 29ページの「5.8 TIFファイルでパネルがクラッシュする」
� 29ページの「5.9 gconfについての情報」
� 30ページの「5.10スクリーンセーバーとの衝突」
� 30ページの「5.11選択したスクリーンセーバーが表示されない」
� 31ページの「5.12 Solarisリムーバブルメディアマネージャ」

5.1詳細な情報

問題 GNOME 2.0デスクトップに問題があります。詳細な情報はどこに
ありますか。
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解決方法 GNOMEデスクトップについての詳細な情報は次の場所にありま
す。
� 「アプリケーション」メニューを開き、「ヘルプ」を選択しま
す。

� 『GNOME 2.0ユーザーズガイド (Solaris版)』を参照してくださ
い。このマニュアルの最新バージョンは次の場所にあります。
http://docs.sun.com

� 次のWebサイトにも GNOMEプロジェクトについて役に立つ
情報があります。
� http://www.gnome.org
� http://mail.gnome.org
� http://bugzilla.gnome.org

5.2 GNOMEデスクトップのバージョン
を知る

問題 動作中の GNOMEデスクトップのバージョンを知るにはどのよう
にしたらいいですか。

解決方法 パネルを右クリックして、「GNOMEについて」を選択します。

5.3 Netscape 4.xで開発者用文書を表示
する

問題 /usr/share/gnome/devel-docにある開発者用文書が Netscape
4.xでは正しく表示されません。
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解決方法 gtk-docが利用している CSS (Cascading StyleSheets)は Netscape
4.xではサポートされません。CSSを完全にサポートしているのは
次のブラウザです。
� Netscape 6.x以降
� Opera
� Galeon
� Mozilla
� Internet Explorer 5以降

5.4一般的なエラーメッセージ

問題 アプリケーションがクラッシュした、あるいは、正しく実行できな
かったとき、エラーメッセージはどこに記録されますか。

解決方法 次のファイルを見てください。
� ˜/.dt/errorlog
� ˜/.dt/errorlog.old
� ˜/.dt/errorlog.older
� ˜/.dt/sessionlogs

また、コマンド行からアプリケーションを実行すると、エラー
メッセージが表示されたときがわかります。

GNOME準拠アプリケーションのコアファイルを取得するには、ア
プリケーションを実行するときに --disable-crash-dialogオ
プションを指定するか、アプリケーションを実行する前に
GNOME_DISABLE_CRASH_DIALOG 環境変数を 1 に設定します。

5.5 Nautilusが特定のファイルタイプを
表示できない

問題 Nautilus内であるファイルタイプをダブルクリックすると、
Nautilusはファイルを表示できるビューアがインストールされてい
ないことを示すダイアログを表示します。
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解決方法 次の手順を実行します。
1. 「アプリケーション」メニューを開きます。
2. 「デスクトップ設定」->「拡張設定」->「ファイルタイプとプ
ログラム」を選択します。

3. ファイルのMIMEタイプまたは拡張子が「ファイルタイプとプ
ログラム」ダイアログのアプリケーションに関連付けられてい
ることを確認します。

4. $PATH内に関連付けられているアプリケーションがあることを
確認します。

5.6 Nautilusがクラッシュまたはフリー
ズする

問題 開いているブラウザウィンドウが不正な NFSマウントを指してい
ると、Nautilusがクラッシュまたはフリーズします。

解決方法 次のコマンドを実行します。 pkill nautilus

Nautilusが再起動すると、不正な NFSディレクトリは利用できな
くなります。Nautilusが不正なマウントを指している間に
セッションを保存していた場合は、 ˜/.dt/sessions/gnome に
あるセッションファイルを削除します。

5.7 Nautilusのためにシステムが遅くな
る

問題 Nautilusで NFSマウントされたボリューム上のごみ箱を検索する
と、システムが遅くなるかフリーズします。
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解決方法 Nautilusが NFSファイルシステム上のごみ箱を検索しないように
するには、次の作業を実行します。
1. 次のファイルを編集します。

/usr/share/gnome/nautilus/filesystem-

attributes.xml

2. 次のエントリを設定します。
filesystem name="nfs" _default_volume_name="NFS

Network Volume" trash="no"

3. 次のコマンドを実行して、Nautilusを再起動します。 pkill

nautilus

5.8 TIFファイルでパネルがクラッシュす
る

問題 「パネルの設定」背景ダイアログで TIF画像ファイルを選択する
と、パネルがクラッシュします。

解決方法 この問題を解決するには、LD_LIBRARY_PATH内で
/usr/sfw/libが /usr/openwin/libよりも前にあることが必
要です。

5.9 gconfについての情報

問題 GNOME 2.0 configuration system (gconf)についての情報はどこに
ありますか。

解決方法 gconfについての詳細な情報は次の場所にあります。
http://www.gnome.org/projects/gconf

『GNOME 2.0システム管理 (Solaris版)』にも、gconfの機能につ
いて説明している章があります。
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5.10スクリーンセーバーとの衝突

問題 次のスクリーンセーバーが画面ロック設定に含まれていると、い
くつかのフレームバッファードライバと衝突します。
� ぐらぐらと画面をゆがめるようなスクリーンセーバー
� juliaや penroseなどのスクリーンセーバー

これらのスクリーンセーバーは、「ランダムなスクリーンセー
バー」を選択しているとき実行されます。

解決方法 この ˜/.xscreensaverは古いファイルです。次の手順を実行し
ます。
1. ˜/.xscreensaverファイルを削除します。
2. ログアウトして、ログインし直します。

実行したくないスクリーンセーバーを指定するには、
「Screensaver Properties」ダイアログの「表示モード」タブでそ
のスクリーンセーバーを選択解除します。

5.11選択したスクリーンセーバーが表示
されない

問題 構成パネルでスクリーンセーバーを構成しましたが、スクリーン
セーバーをプレビューするとき (あるいは、ブランクスクリーンを
指定したとき)、選択したスクリーンセーバーが表示されません。

解決方法 XScreenSaverがグラフィカルなスクリーンセーバーを有効にでき
るのは、DPMS (Display Power Management System)を実行して
いるマシン上でだけです。DPMSを有効にするには、次のコマン
ドを実行します。 xset +dpms

Sun Ray™クライアントは DPMSを実行しません。

30 GNOME 2.0問題の解決方法 (Solaris版) • 2003年 7月



5.12 Solarisリムーバブルメディアマネー
ジャ

問題 Solarisリムーバブルメディアマネージャをインストールする必要
があるのはどのオペレーティング環境ですか。

解決方法 Nautilusは Solarisリムーバブルメディアマネージャと同様の機能
を提供します。GNOMEデスクトップでリムーバブルメディアマ
ネージャを利用するには、Solaris 8 Update 1以降のオペレー
ティング環境が必要です。一時的な対応としてパッチをインス
トールして、この機能をインストールすることは控えてくださ
い。
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第 6章

特定のアプリケーションで発生する問
題

この章では、特定のアプリケーションで発生する問題とその回避方法について説明し
ます。

� 33ページの「6.1タイトルの動的設定オプションが機能しない」
� 35ページの「6.2 ScrollKeeperオプションについての補足情報」

6.1タイトルの動的設定オプションが機
能しない

問題 バグ ID 4855527、端末ウィンドウ

「プロファイル編集」ウィンドウの「タイトルとコマンド」タブ
で、「タイトルの動的設定」ドロップダウンメニューのメニュー項
目が機能しません。端末ウィンドウは、次の bashシェル環境変数
を使って、動的設定タイトルおよびシェルプロンプトを設定しま
す。

PROMPT_COMMAND=$’echo -ne "\
\033]0;${USER}@${HOSTNAME}: ${PWD}\\007"’ PS1=$’[\
\u@\\h \\W]\\$ ’ USER=‘id -un‘

Linuxでは、/etc/bashrcを使って必要な環境変数を設定できま
すが、このコマンドは Solarisオペレーティング環境では無効で
す。このため、Solarisオペレーティング環境では、動的設定タイト
ルおよびシェルプロンプトが機能しません。
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解決方法 回避方法として、シェルの種類に応じたスクリプトを実行して、必
要な環境変数を設定します。

bashシェル:

bashrc内に次の内容を設定します。

case $TERM in
xterm*)

PS1="\[\033]0;\u@\h: \w\007\]bash\\$ "
;;

*)
PS1="bash\\$ "
;;

esac

(or)

USER=‘/usr/xpg4/bin/id -un‘
export USER

PROMPT_COMMAND=’echo -ne "
\033]0;${USER}@${HOSTNAME}: ${PWD}\007"’

kshシェル:

˜.profileファイルに次の情報を追加します。

mycd () {
cd "${@}"; echo "\033]0;${USER}@${HOSTNAME}: ${PWD}\007\c"
}
alias cd=mycd

cshシェル:

cshrc内に次の内容を設定します。

switch ($TERM)
case "xterm*":

set host=‘hostname‘
alias cd ’cd \!*; echo -n "^[]0;${user}@${host}:

${cwd}^Gcsh% "’
breaksw

default:
set prompt=’csh% ’
breaksw

endsw

プロンプト文字列に含まれる ’^[’と ’^G’は、ESCキーと BELキー
を 1文字で表しています。これらの文字は、それぞれ
Ctrl+v+ESC、Ctrl+v+gのようにして入力します。
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6.2 ScrollKeeperオプションについての
補足情報

問題 ScrollKeeper

scrollkeeper-rebuilddbのマニュアルページには、-oオプ
ションと -pオプションの説明が不足しています。

解決方法 ScrollKeeperデータベースの標準設定では、-oオプションと -pオ
プションを使用する必要はありません。これらのオプションは、次
の条件下でのみ必須となります。
� ScrollKeeperデータベースを標準以外の場所にインストールす
る必要がある場合。たとえば、ディスクレスクライアントを設
定する場合などが考えられます。
この場合は、-p path オプションを使って、ScrollKeeper データ
ベースの場所を指定します。なお、 pathには空ディレクトリを
指定してください。空でないディレクトリを指定すると、
scrollkeeper-rebuilddb コマンドが途中で終了します。

� 標準以外の場所から OMFファイルを読み取る必要がある場
合。OMFファイルの標準の場所は、
/etc/scrollkeeper.confファイルに指定されています。
新しい場所を指定するには、-o path オプションを指定しま
す。/usr/share/omfのように、完全パス名を指定してくだ
さい。/usr/shareのようにパス名の一部だけを指定すると、
scrollkeeper-rebuilddb コマンドの実行に時間がかかり
ます。また、実行時に多くの警告が表示され、クラッシュする
可能性があります。

次に、ディスクレスクライアント用に ScrollKeeperデータベースを
設定する場合の -o オプションと -p オプションの使用例を示しま
す。

# scrollkeeper-rebuilddb \
-p /export/root/clone/Solaris_9/\
sun4u/var/gnome/lib/scrollkeeper \
-o /export/exec/Solaris_9_sparc.all/\
usr/share/omf
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第 7章

ハードウェアの問題

この章では、GNOME 2.0デスクトップで発生するハードウェアに関する問題につい
て説明します。

� 37ページの「7.1マルチヘッドディスプレイ」
� 38ページの「7.2サウンドイベントが機能しない」
� 38ページの「7.3 x86システム用にマウスを構成する」
� 40ページの「7.4 Sun Rayサーバー上で GNOMEデスクトップを実行する」
� 40ページの「7.5オーディオ CDの音が出ない」

7.1マルチヘッドディスプレイ

問題 自分のマシンは複数のディスプレイを持っています。2番目の
ディスプレイに GNOMEアプリケーションを表示するにはどのよ
うにしたらいいですか。

解決方法 GNOMEデスクトップインストールプロセスは複数のディスプレイ
を持つマシンを検出できます。マルチヘッドディスプレイは自動的
に起動します。また、アプリケーションをほかのディスプレイで表
示するようにするには、$DISPLAY変数を設定するか、アプリケー
ションを起動するときに--display=:0.nフラグ (nはディスプレ
イ番号)を指定します。

同じビデオデプス用に設定した 2つの同じフレームバッファーを使
用している場合、/etc/dt/config/Xservers または
/usr/dt/config/Xserversを変更して、XSunを Xinerama
モードで実行できます。これにより、GNOMEデスクトップで、2
台のディスプレイを論理的に 1台のディスプレイとして扱うことが
できます。
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7.2サウンドイベントが機能しない

問題 Nautilusでサウンドイベントが機能しません。

解決方法 次の手順を実行します。
1. 「アプリケーション」メニューを開きます。
2. 「デスクトップ設定」->「サウンド」を選択します。
3. 次のオプションを選択します。

� 「起動時にサウンドサーバーを使う」
� 「イベントの効果音を鳴らす」

4. Nautilusで特定のタイプのサウンドイベントを聞くには、
ファイルアイコンの上にマウスポインタを置きます。

すべてのイベントが有効になるわけではありません。

7.3 x86システム用にマウスを構成する

問題 x86版で GNOMEデスクトップを実行しているとき、2ボタンマウ
スも 3ボタンマウスも正しく動作しません。
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解決方法 ほとんどの GNOMEアプリケーションには 3ボタンマウスが必要
です。次のことを実行する必要があります。
� 3ボタンマウスの場合 : 3番目のボタンを有効にします。
� 2ボタンマウスの場合 : 2つのボタンを同時にクリックすること
で 3番目のボタンをエミュレートします。

3番目のマウスボタンを有効にしたり、3ボタンマウスをエ
ミュレートするには、次の手順を実行します。
1. ログイン画面から「オプション」->「コマンド行ログイン」を
選択します。

2. Returnを押して、rootとしてログインします。
3. 次のコマンドを入力します。 kdmconfig

kdmconfigコマンドは Solaris Device Configuration Assistant
を実行して、現在のシステム構成を表示します。このプログラ
ムはキーボード入力だけを受け入れます。メニュー内を移動す
るには、表 7–1にあるキーを使用します。

4. メインメニューから「Change Pointing Device/Mouse」を選択
します。

5. F2キーを押して、次の画面に進みます。
6. 適切なマウスのタイプまたはエミュレーションを選択します。
7. F2キーを押して、メイン画面に戻ります。Pointer Deviceが視
覚的に変化しているはずです。

8. F2キーを押して、テスト画面を表示します。
9. 画面が正しく表示されている場合、「YES」をクリックしま
す。

10. 次のコマンドを入力して、コンソール画面を終了します。
Exit

システムは 3ボタンマウスを使用するように正しく設定されまし
た。

表 7–1 Solaris Device Configuration Assistantでのナビゲーションキー

キー 機能

下向き矢印 メニュー内でカーソルを下に移動します。

上向き矢印 メニュー内でカーソルを上に移動します。

F2 次の画面に進みます。

F3 保存せずに終了します。

Return オプションを選択します。
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7.4 Sun Rayサーバー上で GNOMEデス
クトップを実行する

問題 GNOME 2.0デスクトップを Sun Ray thinクライアントサーバーで
実行するにはどのようにしたらいいですか。

解決方法 次の手順を実行します。
1. GNOMEデスクトップを通常どおりにインストールします。
2. Sun Rayクライアントのログイン画面に GNOME 2.0オプ
ションが表示されない場合、「オプション」->「ログイン画面
のリセット」を選択します。

7.5オーディオ CDの音が出ない

問題 オーディオ CDの音がまったく出ません。

解決方法 次の手順を実行します。
1. 「アプリケーション」メニューを開きます。
2. 「CDEメニュー」 ->「アプリケーション」 ->「オー
ディオ・コントロール」を選択します。

3. 「再生」タブを選択して、次のデバイスの中から聞きたいデバ
イスを 1つだけオンにします。
� 組み込みスピーカ
� ヘッドフォン
� ライン出力

4. 「録音」タブを選択して、「内部 CD」を選択します。
5. モニターボリュームをゼロ以外の値に調整します。

これで、CDプレーヤーアプリケーションから CDを聞けるように
なります。

注 –この手順は必ずしもすべての Sunハードウェアおよび CD構成
で機能するとは限りません。

40 GNOME 2.0問題の解決方法 (Solaris版) • 2003年 7月



第 8章

パフォーマンスの強化

この章では、GNOME 2.0デスクトップのパフォーマンスを改善するためのいくつか
のヒントを提供します。パフォーマンスを改善するためのより詳細な情報
は『GNOME 2.0システム管理 (Solaris版)』を参照してください。

� 41ページの「8.1 Nautilusの設定の調整」
� 42ページの「8.2背景の設定の調整」
� 42ページの「8.3ウィンドウフレームテーマの変更」
� 42ページの「8.4アプレットの削減」
� 43ページの「8.5透過的な端末ウィンドウ」
� 43ページの「8.6ウィンドウのワイヤーフレーム移動を有効化」
� 43ページの「8.7 mediaLibライブラリのインストール」
� 44ページの「8.8 CDEアプリケーションパフォーマンスの改善」

8.1 Nautilusの設定の調整

ヒント Nautilusウィンドウマネージャの設定を最適化することにより、
GNOMEデスクトップのパフォーマンスを改善できます。

作業 1. Nautilusウィンドウを開きます。
2. 「編集」->「設定」を選択します。
3. 「パフォーマンス」を選択します。
4. すべてのオプションが「ローカルファイルのみ」または「表示
しない」に設定されていることを確認します。
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8.2背景の設定の調整

ヒント GNOMEデスクトップを速度の遅いネットワーク経由でリモート
に実行する場合、デスクトップ背景の設定を調整すると、パ
フォーマンスを改善できます。

作業 1. 「アプリケーション」メニューを開きます。
2. 「デスクトップ設定」->「背景」を選択します。
3. 「画像なし」ボタンをクリックします。
4. 「背景スタイル」ドロップダウンリストから「単色」を選択し
ます。

8.3ウィンドウフレームテーマの変更

ヒント ウィンドウフレームテーマをより基本的なものに変更すると、パ
フォーマンスを改善できます。

動作 1. 「アプリケーション」メニューを開きます。
2. 「デスクトップ設定」->「テーマ」を選択します。
3. 「ウィンドウフレーム」タブをクリックします。
4. 基本的なテーマ (Atlantaなど)を選択します。

8.4アプレットの削減

ヒント パネル内のアプレットの数を減らすと、パフォーマンスを改善でき
ます。

動作 使用していないアプレットをパネルから削除します。
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8.5透過的な端末ウィンドウ

ヒント 背景が透過的な端末ウィンドウを使用すると、GNOMEデスク
トップのパフォーマンスに影響します。

動作 端末ウィンドウの背景が透過である場合、端末ウィンドウ内で次の
作業を実行します。
1. 「編集」メニューを開きます。
2. 「現在のプロファイル」を選択します。
3. 「効果」タブを開きます。
4. 「なし (塗りつぶす)」オプションを選択します。

8.6ウィンドウのワイヤーフレーム移動
を有効化

ヒント ウィンドウをワイヤーフレームモードで移動すると、パフォーマン
スを改善できます。

動作 次のコマンドを実行します。

gconftool-2 -s
/apps/metacity/sun_extensions/wireframe_move_resize
-t bool true

8.7 mediaLibライブラリのインストール

ヒント GNOME 2.0デスクトップは mediaLib™ライブラリをサポートし
ます。これらのライブラリをインストールすると、GNOMEデスク
トップのパフォーマンスを大幅に改善できます。

動作 このパッケージのインストールについては、次の mediaLibのWeb
サイトを参照してください。
http://www.sun.com/processors/vis/mlib.html
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8.8 CDEアプリケーションパフォーマン
スの改善

ヒント GNOME 2.0デスクトップで CDEアプリケーションのパフォーマ
ンスを改善するにはどのようにしたらいいですか。

動作 デフォルトでは、GNOMEデスクトップセッションにログインした
とき、次の CDEアプリケーションは無効になっています。
� dtdbcache

dtdbcacheはキャッシュを設定して、dtfileのようなアク
ションを使用する CDEアプリケーションの速度を上げます。
キャッシュを設定していない場合、上記のようなアクションを
使用する CDEアプリケーションの速度は落ちます。この機能を
有効にするには、上記アプリケーションを手動で起動するか、
起動スクリプトを使用します。次の作業を実行します。
1. rootとしてログインして、次のファイルを開きます。

/usr/dt/config/Xsession.Sun-gnome-2.0–fcs

2. 次の行を削除します。 export SDT_NO_DTDBCACHE="1"
� ttsession

ttsessionは Tooltalkデーモンです。CDEでは、ttsession
は常に、ユーザーが最初にログインしたときに起動します。
GNOME 2.0デスクトップでは、ttsessionは Tooltalkを利用
するプログラムを最初に実行したときに起動します。起動スク
リプトを変更し、CDEの動作に戻すことができます。次の作業
を実行します。
1. rootとしてログインして、次のファイルを開きます。

/usr/dt/config/Xsession.Sun-gnome-2.0-fcs

2. 次の行を削除します。 export SDT_NO_TOOLTALK="1"
� dtappgather

dtappgatherは CDE Application Managerのサポートプログ
ラムです。通常、このプログラムを GNOMEデスクトップ
セッションで実行する必要はありません。しかし、このプログ
ラムを実行する場合、dtappgatherを手動で起動するか、起
動スクリプトを使用します。次の作業を実行します。
1. rootとしてログインして、次のファイルを開きます。

/usr/dt/config/Xsession.Sun-gnome-2.0-fcs

2. 次の行を削除します。 export SDT_NO_APPGATHER="1"
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第 9章

アクセシビリティの問題

この章では、GNOME 2.0デスクトップで発生するアクセシビリティに関する問題に
ついて説明します。

� 45ページの「9.1キーボードが応答しない」
� 46ページの「9.2数字キーパッドが応答しない」
� 46ページの「9.3システムがビープ音を鳴らし続ける」
� 47ページの「9.4システムがスローキーに対して間違ってビープ音を鳴らす」
� 47ページの「9.5マウスキーの機能」

9.1キーボードが応答しない

問題 次のとき、キーボードが応答しません。
1. AccessXから「マウスキーを有効」オプションを選択します。
2. 「バウンスキーを有効」または「スローキーを有効」を選択し
ます。

3. 数字キーパッドを使って、フォーカスを「テスト入力領域」テ
キストボックスまで移動します。

4. 数字キーパッドの 5を押して、「テスト入力領域」内をク
リックします。

すると、キーボードはどのアプリケーション (端末ウィンドウや
geditなど)でも機能しなくなります。
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解決方法 次の作業を実行します。
1. AccessXから「マウスキーを有効」オプションを選択します。
2. マウスキーを使用して、バウンスキー機能を有効にします。
3. 数字キーパッドを使って、フォーカスを「テスト入力領域」テ
キストボックスまで移動します。

4. 数字キーパッドの 5を押して、「テスト入力領域」内をク
リックします。

5. 5をもう 1回、「テスト入力領域」テキストボックスで押しま
す。

6. キーボードを使用して通常どおりに入力します。

スローキーに対しても、同じ作業を実行します。

9.2数字キーパッドが応答しない

問題 Solaris 8または Solaris 9システムで XKBを有効にしていると、数
字キーパッドが応答しません。

解決方法 キーボードの文字キー上部にある数字キーを使用してください。

9.3システムがビープ音を鳴らし続ける

問題 この問題は Sun Rayシステムでのみ発生します。

次のとき、システムがビープ音を鳴らし続けます。
1. AccessXダイアログで「キーボードアクセシビリティを有効に
する」オプションを選択します。

2. アクセシビリティオプションの中から
� 「トグルキーを有効」を選択します。
� あるいは、アクセシビリティオプションの中から「ス
ティッキキーを有効」を選択して、さらに、「修飾キーが
押されたときにビープ音を鳴らす」を選択します。

3. 修飾キーまたはトグルキーを押します。
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解決方法 ビープ音を止めるには、一度ログアウトして、ログインし直す必要
があります。そして、AccessXダイアログで次の作業を実行しま
す。
1. 「トグルキーを有効」オプションを選択解除します。
2. 「スティッキキーを有効」を選択した場合、「修飾キーが押さ
れたときにビープ音を鳴らす」オプションを選択解除します。

9.4システムがスローキーに対して間
違ってビープ音を鳴らす

問題 次のとき、スローキーの「キーを拒否したとき」オプションは正し
く機能しません。
� AccessXダイアログから「スローキーを有効」オプションを選
択します。

� 「キーを拒否したとき」オプションを選択します。
� 「キーを受けつけたとき」オプションを選択解除します。
� 「次の時間だけ押されたキーを受け入れる」スピンボックスに
指定した時間だけキーを押し続けます。

� キーを離します。キーを離すと、システムはキーを受けつけま
すが、ビープ音を鳴らします。

この状況では、キーを離したとき、システムがキーを受けつけたの
であれば、システムはビープ音を鳴らしてはなりません。

解決方法 次の作業を実行します。
1. 「キーを拒否したとき」オプションを選択解除します。
2. 「キーを受けつけたとき」オプションを選択します。

9.5マウスキーの機能

問題 この問題は Sun Rayシステムでのみ発生します。

マウスキー機能を有効にしたとき、数字キーパッドの 9キーはマウ
スポインタを右上に (斜めに)移動するはずです。しかし、9キーは
ポインタを真上に移動します。
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解決方法 8キーを押してポインタを上に移動し、6キーを押してポインタを
右に移動します。
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第 10章

各国語対応と国際化の問題

この章では、GNOME 2.0デスクトップで発生する各国語対応と国際化の問題につい
て説明します。

� 49ページの「10.1サポート対象ロケール」
� 52ページの「10.2すべてのロケールで発生する問題」
� 55ページの「10.3ヨーロッパ言語ロケールで発生する問題」
� 61ページの「10.4アジア言語ロケールで発生する問題」
� 69ページの「10.5複雑なテキストを使用するロケールで発生する問題」

10.1サポート対象ロケール
次の表に、GNOME 2.0デスクトップでサポートされるロケールを一覧します。

言語 ロケール

アラビア語 ar

ar_EG.UTF-8

ポルトガル語 (ブラジル) pt_BR.ISO8859-1

pt_BR.UTF-8
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言語 ロケール

簡体字中国語 zh

zh.GBK

zh.UTF-8

zh_CN.EUC

zh_CN.GB18030

zh_CN.GBK

zh_CN.UTF-8

繁体字中国語 zh_HK.BIG5HK

zh_HK.UTF-8

zh_TW

zh_TW.BIG5

zh_TW.EUC

zh_TW.UTF-8

英語 Posix (C)

en_AU.ISO8859-1

en_CA.ISO8859-1

en_GB.ISO8859-1

en_GB.ISO8859-15

en_IE.ISO8859-1

en_IE.ISO8859-15

en_NZ.ISO8859-1

en_US.ISO8859-1

en_US.ISO8859-15

en_US.UTF-8

フランス語 fr_FR.ISO8859-1

fr_FR.ISO8859-15

fr_FR.UTF-8

ドイツ語 de_DE.ISO8859-1

de_DE.ISO8859-15

de_DE.UTF-8
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言語 ロケール

ヘブライ語 he

he_IL.UTF-8

イタリア語 it_IT.ISO8859-1

it_IT.ISO8859-15

it_IT.UTF-8

日本語 ja

ja_JP.eucJP

ja_JP.PCK

ja_JP.UTF-8

韓国語 ko

ko_KR.EUC

ko.UTF-8

ko_KR.UTF-8

ポーランド語 pl_PL.ISO8859-2

pl_PL.UTF-8

ロシア語 ru_RU.ANSI1251

ru_RU.ISO8859-5

ru_RU.KOI8-R

ru_RU.UTF-8

スペイン語 es_ES.ISO8859-1

es_ES.ISO8859-15

es_ES.UTF-8

スウェーデン語 sv_SE.ISO8859-1

sv_SE.ISO8859-15

sv_SE.UTF-8
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注 –一部のロケールでは、次のようにサポート内容が限定されています。

� ar、ar_EG.UTF-8:GNOMEデスクトップの言語バージョンは提供されません。基
本的な国際化のサポートと既知の問題のサポートだけが提供されます。69ページ
の「10.5.1右から左に書かれる言語のサポートが不完全である」を参照してくださ
い。

� en_GB.ISO8859-15、en_IE.ISO8859-15、en_US.ISO8859-15:GNOMEデスクトップ
はサポートされますが、GNOMEセッションは使えません。

� he、he_IL.UTF-8:GNOMEデスクトップの言語バージョンは提供されません。基本
的な国際化のサポートと既知の問題のサポートだけが提供されます。69ページ
の「10.5.1右から左に書かれる言語のサポートが不完全である」を参照してくださ
い。

� ru_RU.ANSI1251:GNOMEセッションは使えますが、GNOMEデスクトップはサ
ポートされません。

10.2すべてのロケールで発生する問題
次の問題は、すべてのロケールで発生します。

� 52ページの「10.2.1メニュー項目が各国語化されていない」
� 53ページの「10.2.2コンソール上の警告メッセージ」
� 53ページの「10.2.3存在しないアプリケーションのヘルプがある」
� 53ページの「10.2.4ごみ箱アイコンが複数存在する」
� 54ページの「10.2.5ダイアログとパネルが各国語化されていない」
� 54ページの「10.2.6各国語化されたオンラインヘルプが表示されない」
� 55ページの「10.2.7別のロケールで作成したファイルを表示できない」
� 55ページの「10.2.8 gminesを起動するとセグメント例外が発生する」

10.2.1メニュー項目が各国語化されていない

問題 この問題は、すべてのロケールで発生します。

次のメニューアイテムが、すべてのロケールで各国語化されていま
せん。
� Sound & Video
� Audio Control
� Media Player
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解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。

10.2.2コンソール上の警告メッセージ

問題 バグ ID 4818711:この問題は、すべてのロケールで発生します。

端末ウィンドウからアプリケーションを起動すると、警告メッセー
ジが出力されることがあります。

解決方法 デスクトップ環境のメニューからアプリケーションを起動すれば、
警告メッセージは出力されません。この警告は、アプリケーション
の機能に影響はありません。

この問題は、将来のリリースで解決します。

10.2.3存在しないアプリケーションのヘルプがある

問題 この問題は、すべてのロケールで発生します。

存在しないアプリケーション ( gweatherや Stock Tickerなど)がオ
ンラインヘルプにあります。

解決方法 存在しないアプリケーションのヘルプは無視してください。

10.2.4ごみ箱アイコンが複数存在する

問題 この問題は、すべてのロケールで発生します。

dtloginから言語を切り替え、リモートログインすると、デスク
トップ上に複数の「ごみ箱」アイコンが表示されます。

解決方法 次の手順を実行します。
� 端末ウィンドウを起動します。
� .gnome-desktopディレクトリに移動します。

cd .gnome-desktop
� 不要な「ごみ箱」設定ファイルを削除します。
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10.2.5ダイアログとパネルが各国語化されていない

問題 この問題は、すべてのロケールで発生します。

いくつかのアプリケーションで、各国語化されていないダイアログ
やパネルが表示されます。

解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。

10.2.6各国語化されたオンラインヘルプが表示され
ない

問題 バグ ID 4875223:この問題は、すべてのロケールで発生します。

Yelpで、各国語化されたオンラインヘルプが表示されません。

解決方法 次の手順を実行します。
1. rootとしてログインします。
2. 各言語 ( lang)で次のコマンドを実行して、インストールされて
いる文書パッケージを削除します。
pkgrm SUNWgnome-l10ndocument-lang
システムにインストールされている文書パッケージを確認する
には、次のコマンドを実行します。
ls —d /var/sadm/pkg/SUNWgnome-l10ndocument-*

3. /var/gnome/lib/scrollkeeperディレクトリに移動しま
す。
cd /var/gnome/lib/scrollkeeper

4. すべての言語に固有のディレクトリを削除します。C、TOC、
index、および scrollkeeper_docsを除くすべてのディレ
クトリおよびリンクが削除対象となります。

5. 次の例のように、インストールイメージが格納されている
ディレクトリに移動します。
cd /S9U4_langcd/latest/components/
language/arch/Packages

6. 各言語 ( lang)で次のコマンドを実行して、文書パッケージを再
インストールします。
pkgadd —d . SUNWgnome-l10ndocument-lang
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10.2.7別のロケールで作成したファイルを表示でき
ない

問題 バグ ID 4824884:この問題は、すべてのロケールで発生します。

Nautilusで、別のロケールで作成したファイルを表示できないこと
があります。

解決方法 ファイルを作成したロケールにログインし、ファイルを開きます。

10.2.8 gminesを起動するとセグメント例外が発生
する

問題 この問題は、すべてのロケールの gminesゲームで発生します。

言語パッケージをインストールした環境で、gminesゲームを起動
すると、セグメント例外が発生します。

解決方法 ゲームをフリーズさせないために、次のファイルを削除します。
/usr/share/locale/[your-locale]/LC_MESSAGES/gnome-
games.mo

これにより、全てのゲームが各国語対応でなくなります。

この問題は、将来のリリースで解決します。

10.3ヨーロッパ言語ロケールで発生する
問題
次の問題は、ヨーロッパ言語ロケールで発生します。

� 56ページの「10.3.1 OpenWindowsのログインオプションが表示されない」
� 56ページの「10.3.2 XScreenSaverのメッセージが正しく表示されない」
� 56ページの「10.3.3スタートメニューが各国語化されていない」
� 57ページの「10.3.4コントロールセンターが各国語化されていない」
� 57ページの「10.3.5ログイン画面に GNOMEデスクトップのメニュー項目が表示
されない」

� 58ページの「10.3.6インストール時の GUIが各国語化されていない」
� 59ページの「10.3.7キーボードショートカットで入力方法ウィンドウを変更でき
ない」

� 59ページの「10.3.8端末ウィンドウ上の文字の表示品質が低い」
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� 59ページの「10.3.9 CP1251とANSI1251エンコーディングがサポートされてい
ない」

� 60ページの「10.3.10ロシア語ロケールでの表示の問題」
� 61ページの「10.3.11 XScreenSaverが各国語で表示されない」

10.3.1 OpenWindowsのログインオプションが表示
されない

問題 この問題は、Solaris 8オペレーティング環境のすべてのヨーロッパ
言語ロケールで発生します。

GNOME 2.0デスクトップをインストールすると、ログイン画面の
セッションオプションに OpenWindowsが表示されなくなります。

解決方法 ログイン画面に OpenWindowsオプションを復元するには、次の手
順を実行します。
1. rootとしてログインします。
2. 次のコマンドを実行します。

cp /usr/dt/config/C/Xresources.d/Xresources.ow

/usr/dt/config/locale/Xresources.d/Xresources.ow

localeには、OpenWindowsログインオプションを復元したいロ
ケールを入力します。

10.3.2 XScreenSaverのメッセージが正しく表示さ
れない

問題 バグ ID 4825508:この問題は、ポルトガル語（ブラジル）ロケール
で発生します。

XScreenSaverで、壊れたメッセージが表示されます。

解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。

10.3.3スタートメニューが各国語化されていない

問題 この問題は、pt_BR.ISO8859-1ロケールで発生します。

スタートメニューが各国語化されていません。

56 GNOME 2.0問題の解決方法 (Solaris版) • 2003年 7月



解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。

10.3.4コントロールセンターが各国語化されていな
い

問題 この問題は、pt_BR.ISO8859-1ロケールで発生します。

コントロールセンターが各国語化されていません。

解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。

10.3.5ログイン画面に GNOMEデスクトップのメ
ニュー項目が表示されない

問題 バグ ID 4765131:この問題は、次のロケールで発生します。
� en_GB.ISO8859-15
� en_IE.ISO8859-15
� en_US.ISO8859-15

ログイン画面に GNOMEデスクトップのメニュー項目が表示され
ません。これは、上記ロケールの GNOME Xresourceファイルが
/usr/dt/configに存在しないためです。
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解決方法 問題の発生するロケールを使用する場合は、システム全体を対象と
した回避作業を実行します。

次の手順を実行します。
1. Cロケールで GNOMEデスクトップにログインします。
2. 端末ウィンドウに rootとしてログインします。
3. 次のディレクトリに移動します。

cd /usr/dt/config/

4. ロケールに応じて、以下のうち必要なコマンドを実行します。
� ln -s C/Xresources.d/Xresources.Sun-gnome-

2.0-s9u4s-2_0_2-08 en_GB.ISO8859-

15/Xresources.d/Xresources.Sun-gnome-2.0-

s9u4s-2_0_2-08
� ln -s C/Xresources.d/Xresources.Sun-gnome-

2.0-s9u4s-2_0_2-08 en_IE.ISO8859-

15/Xresources.d/Xresources.Sun-gnome-2.0-

s9u4s-2_0_2-08
� ln -s C/Xresources.d/Xresources.Sun-gnome-

2.0-s9u4s-2_0_2-08 en_US.ISO8859-

15/Xresources.d/Xresources.Sun-gnome-2.0-

s9u4s-2_0_2-08

5. ログアウトします。

これで、ログイン画面に GNOMEデスクトップオプションが表示
されます。

この問題は、Solaris 9オペレーティング環境の Update 5リリース
で修正される予定です。

10.3.6インストール時の GUIが各国語化されてい
ない

問題 バグ ID 4837852:この問題は、次のロケールで発生します。
� ru_RU.ISO8859-5
� pl_PL.ISO8859-2

Solaris 8オペレーティング環境の SPARC版では、インストール時
の GUIが各国語化されていません。

解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。
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10.3.7キーボードショートカットで入力方法ウィン
ドウを変更できない

問題 この問題は、ロシア語ロケールで発生します。

x86版 Solarisオペレーティング環境では、入力方法ウィンドウを
選択、変更するキーボードショートカット (Ctrl+スペースバー )
が機能しません。

解決方法 マウスを使用して、入力方法ウィンドウを選択および変更します。

10.3.8端末ウィンドウ上の文字の表示品質が低い

問題 この問題は、ロシア語ロケールで発生します。

端末ウィンドウ上の文字の表示品質が低いのですが、表示品質を
高くするにはどうしたらいいですか。

解決方法 次の手順を実行します。
1. 端末ウィンドウを起動して、「編集」→「現在のプロファイ
ル」を選択します。

2. 「編集」ボタンをクリックします。
3. 「一般」タブ付きセクションで、「他のアプリケーションと同
じフォントを使用」のチェックボックスを未選択にします。

4. 「フォント選択バー」をクリックします。
5. 「端末のフォントを選択します」ダイアログから適切なフォン
トを選択します。

10.3.9 CP1251とANSI1251エンコーディングがサ
ポートされていない

問題 この問題は、ロシア語ロケールで発生します。

このリリースの GNOMEデスクトップの pango X11が、CP1251エ
ンコーディングをサポートしていません。この結果、CP1251また
はANSI1251に符号化された文字が、幅がゼロ、または空白文字と
して表示されます。
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解決方法 CP1251がサポートされるまで、pango X11がサポートする次のロ
ケールを使用します。
� ru_RU.KOI8-R
� ru_RU.ISO8859-5
� ru_RU.UTF-8

iconv変換テーブルを使用して、CP1251またはANSI1251のファイ
ルを符号化し直すことができます。CP1251またはANSI1251
ファイルを UTF-8のファイルに符号化するには、端末ウィンドウ
で次のコマンドを実行します。

/usr/bin/iconv -f CP1251 -t UTF-8 CP1251 filename> UTF-
8 filename(詳細は man iconv を参照)

10.3.10ロシア語ロケールでの表示の問題

問題 この問題は、 ru_RU.KOI8-Rロケールで発生します。

Solaris 8オペレーティング環境の x86版で、次のロシア語表示に問
題があります。
� 00F1
� 00FF
� 00DC

この問題は、共通デスクトップ環境 (CDE)と GNOMEデスク
トップの両方で発生します。

解決方法 GNOMEデスクトップで使用する特定フォントを選択する必要があ
ります。次の手順を実行します。
� 端末ウィンドウを開いて、次のコマンドを実行します。

gnome-font-properties
� 「フォント設定」ダイアログの「デスクトップ用フォント」ボ
タンをクリックします。

� 「フォントの選択」ダイアログで、次のリストのフォントを指
定します。
� application: medium, medium italic, bold, bold italic
� arial: italic, bold, bold-italic
� courier: italic, bold italic
� fixed:medium
� interface system:medium
� monospace: normal
� sans: italic, bold italic
� times: italic, bold italic

この問題は、将来のリリースで解決します。
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10.3.11 XScreenSaverが各国語で表示されない

問題 この問題は、sv_SE.ISO8859-1および sv_SE.ISO8859-15ロケールで
発生します。

言語パッケージをインストールしても、XScreenSaverが各国語で
表示されません。

解決方法 XScreenSaverは、各国語化されたメッセージが次のファイル内に
あることを想定しています。/usr/openwin/lib/locale/
locale/LC_MESSAGES/xscreensaver.mo

localeは、ログインしているロケールです。

言語パッケージは、次の場所に XScreenSaverの各国語対応
メッセージをインストールします。
/usr/share/locale/locale/LC_MESSAGES/xscreensaver.mo

XScreenSaverを各国語で表示するには、
/usr/openwin/lib/locale/locale/LC_MESSAGES/xscreensaver.mo
から
/usr/share/locale/locale/LC_MESSAGES/xscreensaver.mo
へのシンボリックリンクを作成します。

この問題は、将来のリリースで解決します。

10.4アジア言語ロケールで発生する問題
次の問題は、アジア言語ロケールで発生します。

� 62ページの「10.4.1デスクトップのデフォルトフォントの設定が小さすぎる、ま
たは設定されていない」

� 62ページの「10.4.2一部のフォントが中国語ロケールで表示されない」
� 63ページの「10.4.3 GGVで PostScriptファイルが正しく表示できない」
� 64ページの「10.4.4文字の表示品質が低い」
� 65ページの「10.4.5 Solarisオペレーティング環境によって日付の形式が異なる」
� 65ページの「10.4.6テキストエディタ (gedit)や GTK2+のアプリケーションで
は、特殊記号および IBM/NEC拡張が表示されない」

� 65ページの「10.4.7テキストエディタで JISX0212部分の印刷ができない」
� 66ページの「10.4.8 geditのデフォルトフォントで日本語の文字を出力できな
い」

� 66ページの「10.4.9 ISO-2022-JPエンコードファイルが開けない」
� 67ページの「10.4.10 geditで日本語が表示されない」
� 67ページの「10.4.11 geditのデフォルトフォントで日本語文字の表示品質が低
い」

� 67ページの「10.4.12端末ウィンドウ上の文字表示の問題」
� 68ページの「10.4.13ファイルのコピーまたはリンク作成時のコアダンプ」
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� 68ページの「10.4.14入力方法ウィンドウが繰り返しフラッシュする」
� 68ページの「10.4.15日本語ロケールでコアダンプする」
� 69ページの「10.4.16 GTK2+アプリケーションがフリーズする」

10.4.1デスクトップのデフォルトフォントの設定が
小さすぎる、または設定されていない

問題 バグ ID 4805328:この問題は、中国語を含む、いくつかのロケール
で発生します。

今のところ、各ロケールの GNOMEデスクトップのデフォルト
フォントの設定はできません。その結果、ロケールを切り替える
と、デスクトップのデフォルトフォントの設定が小さすぎるか、
または設定されていない状態になります。

解決方法 デスクトップのデフォルトフォントを変更するには、次の手順を
実行します。
� 端末ウィンドウを開いて、次のコマンドを実行します。

gnome-font-properties
� フォントの設定ダイアログを使用して、適切なフォントサイズ
に変更します。たとえば、中国語ロケールでは、アプリケー
ション用フォントとデスクトップ用フォントを「Sans 13」に
設定します。

10.4.2一部のフォントが中国語ロケールで表示され
ない

問題 バグ ID 4821955:この問題は、繁体字中国語ロケールで発生しま
す。

ボールドなどのフォントの文字が表示されません。その結果、Yelp
ウィンドウでいくつかの文字が表示できません。
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解決方法 /etc/locale ディレクトリにある pangox.alias ファイルを変更
する必要があります。(localeは、zh_TW.EUC、zh_TW.BIG5、
zh_TW.UTF-8、zh_HK.BIG5HK、zh_HK.UTF-8のいずれかです。
}次の手順を実行します。
1. rootとしてログインします。
2. 目的のロケール用の pangox.aliasファイルが置かれている
ディレクトリに移動します。たとえば、zh_TW.BIG5ロケール
では、次のコマンドを実行します。
cd /etc/pango/zh_TW.BIG5

3. 次のコマンドを実行します。
cat pangox.alias | tr [A-Z] [a-z]> /tmp/pango

4. 次のコマンドを実行します。
mv /tmp/pango pangox.alias

5. /etc/pango/sparcv9/pangoディレクトリが使用している
システム上に存在する場合、上記の /etc/pango と同様に、
このディレクトリのロケールのディレクトリにある
pangox.aliasファイルを変更します。

10.4.3 GGVで PostScriptファイルが正しく表示で
きない

問題 この問題は、日本語を含むアジアロケールで発生します。

日本語 PostScriptフォントファイル名を使用しているファイルが文
字化けしてしまいます。
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解決方法 次の手順を実行します。
1. rootとしてログインします。
2. 次のコマンドを実行します。cd /

3. 次のコマンドを実行します。mkdir /Resource

4. ロケールによって、次のいずれかのコマンドを実行します。
中国語 (簡体字)
ln -s

/usr/openwin/lib/locale/zh/X11/Resource/CMap

/Resource/CMap
中国語 (繁体字)
ln -s
/usr/openwin/lib/locale/zh_TW/X11/Resource/CMap
/Resource/CMap
日本語
ln -s
/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/Resource/CMap
/Resource/CMap
韓国語
ln -s
/usr/openwin/lib/locale/ko/X11/Resource/CMap
/Resource/CMap

10.4.4文字の表示品質が低い

問題 バグ ID 4423759:この問題は、Solaris 9日本語環境で発生します。

解決方法 次の手順を実行します。
� 「アプリケーション」メニューを開きます。
� 「デスクトップ設定」→「フォント」を選択します。
� 「フォント設定」ダイアログで、「アプリケーション用フォン
ト」と「デスクトップ用フォント」を「hg gothic b」に指定し
ます。

� なお、フォントのサイズは画面の解像度に依存するため、環境
に合わせたサイズ (12 or 14など)を指定してください。

64 GNOME 2.0問題の解決方法 (Solaris版) • 2003年 7月



10.4.5 Solarisオペレーティング環境によって日付
の形式が異なる

問題 この問題は、日本語ロケールで発生します。

Solarisオペレーティング環境によって、日付の形式が異なります。
次のロケールでは、曜日の表示形式に ’(’および ’)’がありません。
� Solaris 8オペレーティング環境: ja_JP.UTF-8
� Solaris 9オペレーティング環境: ja_JP.eucJP、ja_JP.UTF-8

解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。

10.4.6テキストエディタ (gedit)や GTK2+のアプ
リケーションでは、特殊記号および IBM/NEC拡
張が表示されない

問題 バグ ID 4785550:この問題は、 geditアプリケーションやその他の
GTK2+アプリケーションを日本語ロケールで使用したときに発生
します。

特殊記号および IBM/NEC拡張の一部が表示されません。

解決方法 既知の制限です。

10.4.7テキストエディタで JISX0212部分の印刷が
できない

問題 この問題は、日本語ロケールで発生します。

テキストエディタ (gedit)アプリケーションでは、JISX0212部分の
プレビューはできますが印刷ができません。
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解決方法 Solaris 8オペレーティング環境:既知の制限です。

Solaris 9オペレーティング環境:次の手順を実行します。
� geditアプリケーションを起動します。
� 「編集」→「設定」を選択します。
� カテゴリパネルの印刷カテゴリから「フォント」を選択しま
す。

� 各項目を、次のいずれかのフォントに変更します。
� HG-GothicB-Sun
� HG-MinchoL-Sun

10.4.8 geditのデフォルトフォントで日本語の文字
を出力できない

問題 バグ ID 4861491:この問題は、日本語ロケールで発生します。

geditアプリケーションのデフォルトの印刷フォントを使用する
と、印刷プレビューに日本語の文字が表示されません。また、プリ
ンタでも出力されません。

解決方法 次の手順を実行します。
� geditアプリケーションを起動します。
� 「編集」→「設定」を選択します。
� カテゴリパネルの印刷カテゴリから「フォント」を選択しま
す。

� 印刷項目ごとに、「HG-GothicB-Sun」フォントを指定しま
す。

10.4.9 ISO-2022-JPエンコードファイルが開けない

問題 バグ ID 4826184:この問題は、日本語ロケールで発生します。

テキストエディタ (gedit)で、 ISO-2022–JPエンコードファイルが
開けません。

解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。
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10.4.10 geditで日本語が表示されない

問題 バグ ID 4785550:この問題は、日本語ロケールで発生します。

テキストエディタ (gedit)で、デフォルトフォントが「Courier」の
とき、日本語が表示されません。

解決方法 次の手順を実行します。
� geditアプリケーションを起動します。
� 「編集」→「設定」を選択します。
� 「フォントと色を選択」を選択します。
� 「デフォルトテーマのフォントを使用」を指定します。

ただし、この場合でも Solaris 8環境では、特殊記号および
IBM/NEC拡張が表示されない問題が残ります。

10.4.11 geditのデフォルトフォントで日本語文字の
表示品質が低い

問題 バグ ID 4869534:この問題は、日本語ロケールで発生します。

geditアプリケーションでデフォルトフォントを使用すると、日本
語文字の表示品質が低くなります。

解決方法 次の手順を実行します。
� geditアプリケーションを起動します。
� 「編集」→「設定」を選択します。
� 「カテゴリ」パネルの「エディタ」カテゴリから「フォントと
色」を選択します。

� エディタのフォントとして「hg gothic b」を指定します。

10.4.12端末ウィンドウ上の文字表示の問題

問題 この問題は、日本語ロケールで発生します。

端末ウィンドウの「プロファイルの設定」ダイアログで「他のアプ
リケーションと同じフォントを使用」が選択されていると、特殊記
号および IBM/NEC拡張が表示されません。
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解決方法 次の手順を実行します。
� 端末ウィンドウを起動します。
� 「編集」→「現在のプロファイル」を選択します。
� 「プロファイルの設定」ダイアログで、「他のアプリケー
ションと同じフォントを使用」の選択を解除します。

� 「interface user」を指定します。

10.4.13ファイルのコピーまたはリンク作成時のコ
アダンプ

問題 バグ ID 4824884:この問題は、日本語ロケールで発生します。

Nautilusを使って、別のロケールで作成したファイルのコピーまた
はリンクを作成するとき、コアダンプが発生することがあります。

解決方法 ファイルを作成したロケールにログインし、ファイルのコピーまた
はリンクを作成します。

10.4.14入力方法ウィンドウが繰り返しフ
ラッシュする

問題 バグ ID 4781611:この問題は、日本語ロケール ja_JP.UTF-8ロケー
ルで発生します。

同じトップレベルアプリケーションウィンドウ上に複数の入力コン
テキストがあるとき、入力方法ウィンドウが繰り返しフラッシュし
ます。

解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。

10.4.15日本語ロケールでコアダンプする

問題 バグ ID 4808468:この問題は、日本語ロケール ja_JP.UTF-8ロケー
ルで発生します。

次のとき、アプリケーションがコアダンプします。
1. IMステータスから、「Unicode表から選択」→「平仮名」を
選択します。

2. アプリケーションウィンドウを閉じます。
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解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。

10.4.16 GTK2+アプリケーションがフリーズする

問題 バグ ID 4820426:この問題は、日本語ロケール ja_JP.UTF-8ロケー
ルで発生します。

次のとき、GTK2+アプリケーションがフリーズします。
1. 入力した文字の候補ウィンドウを表示します。
2. スペースを押し続けます。

解決方法 この問題は、将来のリリースで解決します。

10.5複雑なテキストを使用するロケール
で発生する問題
次の問題は、複雑なテキストを使用するロケールで発生します。

� 69ページの「10.5.1右から左に書かれる言語のサポートが不完全である」

10.5.1右から左に書かれる言語のサポートが不完全
である

問題 この問題は、アラビア語とヘブライ語で発生します。

右から左に書かれる言語は、部分的にしかサポートされていませ
ん。右から左に書かれる言語の、印刷および GUIウィジェットミ
ラーリングの完全なサポートは、現在開発中です。

解決方法 アラビア語とヘブライ語のテキスト入力は、端末ウィンドウアプリ
ケーションを除く GNOME 2.0の国際化リリースでサポートしてい
ます。他の言語のパッケージをインストールしていない状態で、テ
キスト入力のサポートが必要な場合は、次のパッチをインストール
します。

SPARC版 x86版
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Solaris 8オペレーティン
グ環境

114485-01 114486-01

Solaris 9オペレーティン
グ環境

114274-02 114275-02
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